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また動物化石の本を紹介しているとお叱りを受けそうで

あるが，『三葉虫の謎』から紹介する。著者は英国自然史

博物館の古生物学者で三葉虫の専門家である。著者が，少

年時代にその魅力に取りつかれ，一生をかけて研究してき

た生物群を扱っているだけあって，三葉虫の多様化とその

研究史をみごとに描きだしている。また添えられている写

真や図もさすがに専門家が選んだだけあって，極度に多様

化した分類群の面白さを如実に示している。やや唐突に博

物館学的な話が入ってきたりして構成に緻密でないところ

も見られるが，文学と音楽への造詣に裏付けられた挿話や

英国人独特のユーモアがこの本を魅力的にしている。

『生命 40億年全史』はより大部なだけあって，より重厚
な内容である。本書は，自分の研究史の上に生命の全歴史

を重ね合わせるように記述されている。このため導入部で

は，ケンブリッジ大学の学部学生のときのスッピツベルゲ

ンへの調査行が詳細に描かれるなど，読者をやや戸惑わせ

る部分もあるが，これを覚悟して読みすすむとプレカンブ

リア紀以降の生物の歴史とそれを見いだしてきた古生物学

の歴史が生き生きと描かれる。欧米の大博物館のキュレー

ターならではと思われる情景描写で，何億年も前の生物の

生き様が語られる。

『The earth』はプレートテクトニクス理論にもとづいた
地球史とその解釈の歴史を描きだしている。筆者の専門外

のため慎重になったのか，前 2著に比べて語り口が重く，
遊びも少ない。またナポリ湾やアルプス，ハワイ，ニューファ

ウンドランド，英国といった世界各地の地史と地理に関す

る記述が多く，世界地図を傍らに置いておかないと，取っ

つきにくいであろう。　　　　　　　　　（能城修一）




